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.BU 

居

集
王
章

婚

姻

白

無

効

、

取

消

序

凡
そ
親
族
法
の
領
域
程
、
そ
の
国
民
の
民
俗
的
な
思
想
を
反
映
し
た
も
の
は
他
に
な
い
と
い
え
よ
う
。

に
、
宗
教
的
な
思
想
の
も
と
に
な
る
婚
姻
不
解
消
主
義
か
ら
、
自
由
思
想
の
勃
典
、
革
命
等
に
よ
り
和
げ
ら
れ
、
現
在
の
如
き
離
婚
制
度

欧
洲
に
お
い
て
は
、

沿
革
的

の
出
現
を
み
た
の
で
あ
る
。
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九

古
来
、
婚
姻
が
帯
夜
ず
る
以
上
、
そ
れ
に
伴
な
い
、
叉
そ
の
反
面
と
し
て
離
婚
の
事
実
も
み
と
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
婚
姻
関
係
は

夫
婦
の
一
方
の
死
に
よ
っ
て
消
波
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
夫
婦
双
方
の
生
在
中
に
、
人
為
的
に
婚
姻
が
解
消
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ

れ
が
離
婚
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
、
離
婚
制
度
は
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
、
特
に
男
子
よ
り
す
る
離
婚
は
極
め
て
広
汎
に
許
さ
れ
て
い
た
が
、
欧
洲
諸
国
に
於

て
は
頗
る
厳
格
で
あ
っ
た
。
「
神
の
合
わ
せ
給
え
る
も
の
は
人
こ
れ
を
離
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
教
義
が
、
ロ

l
マ
教
会
が
勢
力
を
う
る

と
共
に
次
第
に
各
国
の
法
律
に
採
用
さ
れ
、
紀
元
十
世
紀
頃
に
は
、
ほ
ぼ
全
欧
洲
に
ゆ
き
亘
っ
た
。
併
し
、
絶
対
的
な
離
婚
禁
止
は
諸
害

悪
を
誘
起
す
る
結
呆
と
な
る
の
で
、
実
際
上
は
離
婚
を
禁
止
し
た
国
で
も
、
大
抵
こ
れ
に
代
る
別
居
制
度
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

更
に
教
会
の
内
部
が
漸
次
腐
敗
し
て
く
る
と
、
金
銭
を
対
価
と
す
る
「
特
許
に
よ
る
離
婚
」
が
行
わ
れ
、
教
会
の
勢
力
そ
の
も
の
も
衰

え
て
、
新
教
の
教
義
、
政
教
の
分
離
、
契
約
自
由
の
思
想
、
女
権
拡
強
論
等
、
禁
止
に
対
す
る
反
対
思
想
が
勃
興
し
て
き
た
の
で
、
各
国

の
法
律
も
、
漸
次
離
婚
の
禁
止
を
緩
和
し
た
。
殊
に
十
八
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
旧
来
の
離
婚
禁
止
制
度
を
根
本
的
に
覆
し
た
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
各
国
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
頗
る
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
一
七
九
一
年
の
革
命
憲
法
は
「
婚
姻
は
民
事
契
約
に
他
な
ら
ざ
る

も
の
と
み
と
む
」
と
宣
言
し
、
婚
姻
は
宗
教
上
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
は
な
く
て
、
当
事
者
相
対
の
民
事
契
約
で
あ
る
こ
と
を
み
と
め
、
自

由
離
婚
制
度
の
前
提
を
樹
立
し
た
。

イ
ギ
り
ス
に
於
て
は
わ
が
国
と
異
な
り
、
協
議
離
婚
を
認
め
て
い
な
い
の
で
、
離
婚
と
は
「
法
律
上
の
一
定
原
因
に
基
，
す
い
て
、
夫
と

妻
と
を
裁
判
所
の
判
決
を
以
て
別
離
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
え
る
。
叉
、
別
離
の
状
態
は
、
婚
姻
関
係
を
全
然
解
消
せ
し
む
る
も

の
と
、
同
居
関
係
を
中
絶
せ
し
む
る
別
居
の
状
態
に
あ
る
の
み
で
、
婚
姻
の
身
分
は
依
然
維
持
せ
し
む
る
も
の
を
包
含
す
る
。
然
る
に
沿

草
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
キ

p
ス
ト
教
の
婚
姻
非
解
消
主
義
が
、
第
十
九
世
紀
の
中
葉
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
近
代



一
九
二
三
年
の
制
定
法
に
よ
っ
て
離
婚
原
因
に
つ
い
て
夫
婦
を
平
等
に
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
婚
姻
法
に
大
き
な
改
革
を

も
た
ら
し
、
離
婚
原
因
を
姦
通
以
外
に
も
拡
張
し
た
の
は
、

的
な
離
婚
制
度
が
み
と
め
ら
れ
た
の
は
、

そ
の
後
、

一
八
五
七
年
の
制
定
法
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

一
九
三
七
年
の
制
定
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
一
九
五

O
年
婚
姻
事
件
法
が

現
行
法
で
あ
る
が
、
裁
判
離
婚
、
別
居
を
み
と
め
る
の
み
で
あ
る
。

第
一
章

沿

草

古
代
よ
り
宗
教
改
革
ま
で
。
ア
ン
グ
ロ
サ
グ
ソ
ン
人
の
聞
で
は
、
古
く
は
、
夫
は
何
時
で
も
任
意
に
妻
を
去
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
意
味
で
、
離
婚
の
絶
対
的
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
?
)
、
キ
リ
ス
ト
教
の
弘
ま
る
に
連
れ
て
、
次
第
に
そ
の
婚
姻
非
解
消
主
義
が

カ
-
一
ュ

l
ト
王
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
主
義
に
従
っ
て
、
再
婚
禁
止
を
勅
令

勢
力
を
う
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
十
一
世
紀
の
初
、

を
以
て
布
告
す
る
に
至
っ
た
。

十
一
世
粗
か
ら
宗
教
改
革
ハ
岡
弘
O

同自主。
P
H
gむ
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
離
婚
法
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、

婚
姻

は
原
始
的
障
害
が
あ
る
と
き
は
無
効
で
あ
る
が
、
有
効
な
婚
姻
が
成
立
し
た
と
き
は
、
そ
の
婚
姻
を
継
続
す
る
の
に
困
難
が
生
じ
て
も
、

別
居
を
許
す
の
み
で
、
婚
姻
そ
の
も
の
は
絶
対
に
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
(
之
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
、
近
代
的
な
意
味

2
J
B
R
O
と
い
う
言
葉
は
用
い
ら
れ
、
婚
姻
無
効
の
判
決
に
よ
り
、
事
実
上
の
婚
姻
関
係

は
解
消
し
、
当
事
者
は
他
の
者
と
再
婚
可
能
に
な
る
の
で
、
こ
れ
を
完
全
離
婚
(
る
と
い
い
、
裁
判
別
居
を
卓
床
離
婚
(
4
U

と
い
っ
た
。

し
か
し
、
実
際
上
は
、
婚
姻
の
原
始
的
障
害
に
対
す
る
寺
院
法
の
法
則
が
甚
だ
多
岐
に
亘
り
、
か
っ
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た

の
で
、
そ
の
拡
張
解
釈
、
叉
は
事
実
の
仮
装
に
よ
り
、
婚
姻
無
効
の
判
決
に
よ
る
離
婚
が
行
わ
れ
、
叉
別
居
原
因
と
し
て
は
、
姦
通
の
他

に
お
け
る
離
婚
は
み
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
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7-

一
九
四

に
虐
特
、
遺
棄
等
種
々
の
原
因
が
み
と
め
ら
れ
、

い
た
。

こ
れ
ら
の
制
度
が
、
婚
姻
非
解
消
主
義
と
実
際
生
活
と
の
不
調
和
を
、
或
程
度
果
し
て

宗
教
改
革
以
後
、
一
時
、
宗
教
裁
判
所
が
離
婚
を
許
す
か
の
傾
向
を
見
せ
た
が
、
結
局
行
わ
れ
ぬ
こ
と
に
な
り
、
十
七
世
紀
の
終
り

頃
か
ら
は
、
宗
教
裁
判
所
の
別
居
判
決
と
、
姦
通
に
基
ず
く
普
通
法
裁
判
所
の
損
害
賠
償
の
判
決
を
え
た
後
、
特
別
の
国
会
制
定
法

2
宮
町
民

O
R件
。
内
切

R
-
u
g
g件
)
を
う
る
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
離
婚
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
(
ム
。

仙a・・
ー-ー

し
か
し
、

こ
の
手
続
を
な

す
に
は
莫
大
な
費
用
を
要
し
た
の
で
〈
6
)
、
離
婚
は
「
富
者
の
賛
沢
口
問
」
た
る
の
観
を
呈
し
た
〈
7
v
o

初
め
て
宗
教
裁
判
所
の
婚
姻
管
轄
権
の
全
部

新
た
に
設
け
ら
れ
た
離
婚
裁
判
所
ハ
巴

8
2
0
n
g
z
E式
に
は
、

n
g
Z
宮
司

U
-
2
8
8仏
冨
忠
岡
山
田

g
E
P
5
2
T
J
に
移

さ
れ
、
そ
こ
で
従
来
宗
教
裁
判
所
の
取
扱
っ
た
婚
姻
事
件
に
関
す
る
訴
訟
が
取
扱
わ
れ
る
に
至
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
右
の
如
き
旧
来
の

複
雑
な
手
続
に
よ
ら
な
い
で
、
離
婚
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
後
発
的
離
婚
原
因
に
基
ず
く
真
の
完
全
離
婚
で

あ
り
、
当
事
者
は
そ
れ
に
よ
り
再
婚
を
許
さ
れ
た
。

裁
判
離
婚
の
制
度
は
か
よ
う
に
確
立
し
た
が
、
離
婚
原
因
は
男
女
に
よ
っ
て
不
平
等
で
、
妻
に
つ
い
て
は
姦
通
、
夫
に
つ
い
て
は
近
親

者
と
の
姦
通
、
重
婚
、
卓
床
離
婚
の
原
因
と
な
る
虐
待
を
伴
な
う
姦
通
、
及
び
正
当
な
理
由
の
な
い
二
年
以
上
の
遺
棄
を
伴
な
う
姦
通
な

ど
で
あ
っ
た
(
同
法
第
二
十
七
条
)
。

一
八
五
七
年
婚
姻
事
件
法
ハ
冨
呉
江
田

g
E
n
g
ω
g
〉
会

Hg吋)。

こ
れ
に
よ
り
、

は

な
お
、

こ
の
法
律
は
、
従
来
の
宗
教
裁
判
所
に
よ
る
卓
床
離
婚
の
代
り
に
、
離
婚
裁
判
所
に
よ
る
裁
判
別
居
〈

F
E巳何
回

】

ω
8
2民同
g)

(
同
法
第
七
条
)
、
別
居
原
因
を
、
姦
通
、
虐
待
及
び
正
当
な
理
由
の
な
い
二
年
以
上
の
遺
棄
と
定
め
た
(
同
法
第
十

を
認
め
る
こ
と
と
し

六
条
V

。



と
こ
ろ
が
、

こ
の
法
律
に
対
し
て
こ
り
の
不
満
が
表
明
さ
れ
た
。

一
つ
は
、
訴
訟
費
用
の
高
い
こ
と
で
あ
り
、
他
は
、
離
婚
原
因
が
男

女
に
不
平
等
で
あ
り
、

か
っ
、
姦
通
の
み
を
離
婚
原
因
と
す
る
こ
と
は
、

せ
ま
す
ぎ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

四

そ
の
後
の
変
革
(
一
九
三
七
年
婚
姻
事
件
法

l
一
九
四
四
年
婚
姻
事
件
(
戦
時
)
法
一
九
五

O
年
婚
姻
事
件
践
す
)
)

一
九
三
七
年
法
は
、
離
婚
原
因
も
男
女
平
等
と
な
り
、
か
っ
、
相
当
な
拡
張
を
み
た
。

a

離
婚
の
時
期
的
制
限
。
以
前
の
法
律
と
は
異
な
り
、
離
婚
判
決
を
言
渡
す
時
期
で
な
し
に
、
離
婚
訴
訟
を
提
起
す
る
時
期
に
つ
い

て
の
制
限
と
し
、
制
限
期
聞
が
五
年
で
あ
っ
た
の
を
短
縮
し
て
三
年
と
し
た
他
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
裁
判
所
は
婚
姻
後
三
年
以
内
の

離
婚
訴
訟
の
提
起
を
も
許
し
う
る
こ
と
と
し
た
。

b

離
婚
原
因
。
常
習
的
泥
酔
、
及
び
死
刑
を
減
軽
し
て
言
渡
さ
れ
た
終
身
懲
役
の
判
決
を
離
婚
原
因
と
し
な
い
で
、
姦
通
、
三
年
以

上
の
理
由
の
な
い
遺
棄
、
虐
待
、
不
治
の
精
神
病
(
五
年
間
の
監
護
の
後
)
が
原
因
と
な
り
、
更
に
夫
に
対
し
て
は
、
そ
の
強
姦
、
獣
姦

も
離
婚
原
因
に
加
え
た
。

c

別
居
判
決
。
離
婚
原
因
、
及
び
夫
婦
同
居
判
決
の
不
服
従
、
又
一
八
五
七
年
以
前
に
お
け
る
卓
床
離
婚
原
因
の
容
在
す
る
と
き
、

別
居
判
決
を
求
め
う
る
こ
と
と
し
た
。

d 

死
亡
推
定
の
判
決
。
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
考
え
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
裁
判
所
に
申
立
て
て
、
死
亡
推
定
の
判
決
を

得
る
こ
と
が
で
を
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
は
、

七
年
以
上
配
偶
者
が
申
立
人
の
許
か
ら
不
在
で
、
申
立
人
に
生
死
が
不
明
の
場
合
で
あ

り
、
と
れ
が
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
の
一
応
の
証
拠
と
な
る
。
死
亡
推
定
の
判
決
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
効
呆
と
し
て
申
立
人
は
、
死

亡
に
よ
っ
て
婚
姻
が
解
消
し
た
と
同
様
再
婚
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

概
ね
以
上
の
如
き
改
革
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
第
二
次
世
界
大
戦
で
、

い
わ
ゆ
る
戦
時
の
離
婚
に
よ
っ
て
夫
婦
と
な
っ
た
者
に
つ
き
、

イ

ギ

H
Y

ス
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法
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六

津
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E
S
E
-
n
2
m
g
(君
主
宮
足
立

ω問。
ω)hF丘
、
巴
主
・
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
婦
人
と
、
英
国
海
外
領
土

そ
の
他
の
連
合
国
兵
士
と
の
婚
姻
の
離
婚
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
、
離
婚
裁
判
権
の
拡
張
、

そ
の
他
離
婚
を
容
易
な
ら
し
め
る
規
定
(
例
え

ば
、
一
九
三
七
年
の
法
律
の
、
離
婚
訴
訟
は
婚
姻
後
三
年
以
上
経
過
し
な
け
れ
ば
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
白
)
と
の
規
定
の
適
用
な
し
合
)
)
を
設
け

こ
の
法
律
は
特
別
法
で
あ
り
、
か
っ
臨
時
法
で
あ
る

(50

次
に
一
九
五

O
年
の
婚
姻
事
件
法
が
現
行
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
章
以
下
に
詳
述
す
る
9

た
の
で
あ
る

ay
し
か
し
、

2 
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2
8
e
g
a
i
g
m
g
m百
円

E
m
o
ω
z
a
E己
吋

)

色町

4
2
8
M
w
g
g
g
z
s。同。
P
・
O-
削

W
2
4。吋
no
骨。

s
-
U
S
E
S品
voa)

同州

wwao目
、
。
旬
。
洋
・

卓
尿
離
婚
の
た
め
に
、
通
常
三

0
0ポ
ン
ド
か
ら
五

O
Oポ
y
ド
。
完
全
離
婚
の
た
め
に
は
最
低
で
五

O
Oポ
シ
ド
。
し
か
も
相
当
の
年
足
を

要
し
た
(
同

3aoo
。匂

nx・〉

一
七
一
五
年
か
ら
一
八
五
二
年
ま
で
に
、
特
別
な
国
会
制
定
法
を
え
て
、
完
全
に
離
婚
を
し
た
件
数
は
、
た
だ
一
八
四
件
の
み
。
ハ
同

3
a
o
p

。
℃

-
a
?
)

こ
の
裁
判
所
は
、
一
八
七
三
年
の
裁
判
所
法
に
よ
っ
て
新
た
に
設
け
ら
れ
た
高
等
法
院
(
出
荷
F

n
。
日
沖
)
に
統
合
さ
れ
、
婚
姻
事
件
は
同
法

院
の
検
認
、
離
婚
、
及
び
海
事
部
(
思
。
σ民
0

・
g
g
R
o
s
a
〉
仏
自
由
同
包
伸
之
が
管
轄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

宮
阜
同
町
田

g
u
-
n
M
w
g
g
〉
♀
、
巴
ω斗・

宮
忠
岡
山

g
g
E
n
g
ω
g
(項
目
富
良
包
括

g
)
〉
の
件
、
巴
主
・

宮
忠
岡
山
田

g
z
-
n
M
w
g
g
〉
♀
、
巴
印
。
・

宮
内
込
町
宮

5HMg-nmMMωgkF2、
巴
印
。
、

ω・ド(同)・

4 5 7 10 



同
法

ω・
ド
(
品
)

第
一
次
世
界
大
戦
の
折
に
も
、
宮
州
民

Z
E
S
E
-
n
g
m
g
(巴
O
B
E
Z
5

年
間
施
行
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。

こ
の
法
律
は
、
一
九
三
九
年
九
月
か
ら
勅
令

S
E
R
E
g
c
Rロ
)
で
指
定
さ
れ
た
日
(
一
九
五
O
年
六
足
一
目
白
ぷ
ま
で
の
聞
の
婚
姻

に
適
用
が
あ
り
、
そ
の
指
定
日
後
五
ヶ
年
経
つ
ま
で
効
力
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

〈

H
〉
冨
忠
岡
山
田

g
g
n
m
w
c
m
g
(巧
良

昌

2
z
a
g
)
(
k
r
s。
E
a
u
S
)

。a
o
p
s
g入∞・

。
ロ
巴
町
〈
。
叫
RHPω
同
品
開
門
田
・

M
W
件
司
・

ω吋
P
E
u
c
w
(ロ
)
)

12 11 

吋円。。匂
ω)
〉の件、

巴
包
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
一

13 

同
・
巴
問
。
、
居
。
・

S
N〉
U

(

吋。

-ωgy

第
二
章

婚

姻

の

解

消

(
U
Z。
富
山
。
ロ
え
冨
ω耳目
ω
想
)

1 

離

婚

制

限

期

間

イ
ギ

p
ス
離
婚
法
は
わ
が
国
の
そ
れ
と
異
な
り
、

で
あ
る
が
(
之
、

一
九
四
四
年
の
婚
姻
事
件
(
戦
時
〉
法
に
碁
ず
く
場
合
は
、

こ
の
例
外
を
除
い
て
、

婚
姻
後
或

婚三
震安
女口期
何間

2藍
控訴
定安
も提
離起
婚に
ω制
誹限
をを
唾カ日
τt=n )・
17' /乙
すず

るい
?る
~ "..‘、

が会
で
き
る
の

す
な
わ

ち、

す
べ
て
離
婚
の
訴
を
提
起
す
る
に
は
、

婚
姻
の
日
よ
り
三
ヶ
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
を
要
す

る
(
一
九
五
O
年
婚
姻
事
件
法
第
二
条
の

ω)
。

し
か
し
、
こ
の
三
年
間
の
制
限
期
聞
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
原
告
が
例
外
的
な
苦
難
を
な
め
つ
つ
あ
る
場
合
、
及
び

被
告
に
例
外
的
な
姦
悪
が
あ
る
場
合
に
(

8

)

、
高
等
法
院
の
裁
判
官
は
(
4
〉
、
三
年
間
の
経
過
以
前
に
お
い
て
も
、

訴
の
提
起
を
許
可
す
る

こ
と
が
で
き
る
(
5
)
ο

こ
の
三
年
間
の
制
限
期
聞
は
訴
の
提
起
に
つ
い
て
の
時
期
的
制
限
で
あ
っ
て
、
期
限
経
過
の
後
そ
の
三
年
間
に
起
っ
た
事
由
に
基
ず
い

イ

ギ

F

ス

離

婚

法

一
九
七



東

洋

法

員 .. 

弓一

一
九
八

て
-
訴
を
起
す
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
(
同
法
第
一
条
の

ω)
。

2 

こ
の
制
限
は
、
勿
論
離
婚
を
慎
重
に
な
さ
し
め
る
趣
旨
に
出
た
も
の
で
あ
る
う
が
、
わ
が
国
の
法
律
に
は
か
か
る
規
定
は
存
在
し
な
い
。

富
民
江
田
。
旦
包

n
g
ω
g
(当
R
富
民
己
認

g
〉
〉
の
件
、
巴
主
・
山
富
民
江
田

g
E
n
m
g
g
〉
丘
、
巴
問
。
、

ω-M(仏)

何
が
例
外
的
苦
難
又
は
例
外
的
姦
悪

2
M
g宮
古
田
色
町
削
弓
含
巴
旬
。
同

O
M
8耳
目
。
ロ
巳

S
3
1
4
X
乙
で
あ
る
か
は
法
文
上
明
確
で
は
な
い

が
。
こ
れ
に
関
し
判
例
は
「
若
い
妻
が
姦
通
や
遺
棄
を
伴
な
う
虐
待
を
受
け
た
場
合
、
叉
夫
に
つ
い
て
は
、
妻
が
姦
通
の
結
果
他
の
男
に
よ
っ

て
子
供
を
も
っ
た
場
合
」
等
に
そ
の
適
用
を
み
て
い
る
(
図
。
司
自
包
戸
田
。
項
目

g
《
H
E
S
M
M・
8
6
0
反
対
に
然
ら
ず
と
さ
れ
た
場
合
の

判
例
1
1
盟
各
2
4・
目
ω
F
2
《
同
志
∞
》
同
v
・N
S

こ
れ
に
は
わ
。
自
B
U色
。
目
白
を
も
含
む
(
旬
。
同
岡
田

8
ロ
4
・
M
O
M
M
S
ω

。
ロ
《
呂
町
N
》
司
・
当
〉

こ
の
場
合
に
裁
判
官
は
、
子
の
利
益
、
和
解
の
可
能
性
の
有
無
を
見
極
め
ね
ば
な
ら
な
い
(
同
法
第
一
条
の

ω)

4 5 

2 

離

婚

原

因

一
九
五

O
年
の
婚
姻
事
件
法
第
一
条
一
項
、
及
び
第
十
六
条
に
わ
が
国
と
は
異
な
っ
た
規
定
を
設
け
て
い
る
。

イ
ギ

p
ス
に
は
裁
判
離
婚
の
み
存
し
、
協
議
離
婚
は
存
し
な
い
が
、
同
法
第
一
条
に
よ
れ
ば
、
一
、
姦
通
二
、
遺
棄

精
神
異
常
五
、
妻
が
原
告
で
あ
る
場
合
に
は
、
夫
の
男
色
、
獣
姦
及
び
強
姦
を
離
婚
原
因
と
し
て
い
る
。

更
に
第
十
六
条
に
お
い
て
は
、
死
亡
推
定
の
判
決
に
よ
っ
て
こ
れ
と
同
様
の
効
呆
を
与
え
て
い
る
。

姦
婚
姻
解
消
の
原
因
は
、

一
ニ
、
虐
待

四

通

削W
向凶ロ】件。叫〕『

a 

意
義
。
姦
通
と
は
、

離
婚
原
因
と
し

婚
姻
継
続
中
夫
婦
の
一
方
が
相
手
方
以
外
の
者
と
の
聞
に
行
う
任
意
的
性
交
で
あ
る
?
)
。

て
の
姦
通
は
、
挙
式
の
後
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
が
門
2
v
、

は
関
わ
な
い
つ
H

〉

O

そ
の
挙
式
の
事
実
の
み
で
足
り
、

実
際
上
婚
姻
生
活
に
入
っ
た
か
否
か



b 

要
件
。
姦
通
は
任
意
的
な
る
こ
と
を
要
す
る
。
そ
こ
で
、
賓
が
強
姦
さ
れ
た
場
合
は
姦
通
は
成
立
し
な
い
?
》
。

叉

精
神
的
、

肉
体
的
な
欠
陥
(

5

)

あ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
(
る
。
任
意
的
に
あ
ら
ず
と
い
う
挙
証
の
責
任
は
被
告
に
帯
す
る
〈
7

〉。

原
告
側
の
精
神
異
常
は
、
被
告
の
姦
通
に
何
ら
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
な
く
、
こ
れ
を
成
立
せ
し
む
る
か
ら
、
原
告
は
精
神
異
常

c 

に
か
か
わ
ら
ず
、
離
婚
の
判
決
を
う
る
こ
と
が
で
き
る
〈
と
。

姦
通
の
証
拠
。
姦
通
の
証
拠
は
明
白
な
る
こ
と
を
要
す
る
(
9
Y

こ
れ
は
婚
姻
事
件
一
般
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
が
お
三

合
、
直
接
の
証
拠
を
挙
げ
る
必
要
は
な
い
。
か
か
る
証
拠
は
稀
に
し
か
在
在
し
な
い
か
ら
、
被
害
を
蒙
っ
た
配
偶
者
は
、
容
易
に
救

済
を
受
け
得
ぬ
結
果
と
な
る
か
ら
で
あ
る
(
己
。
す
な
わ
ち
、
姦
通
の
事
実
の
有
無
は
、
当
時
の
周
囲
の
事
情
、
例
え
ば
、
異
常
な

親
密
さ
、
疑
わ
し
き
環
境
、
不
穏
な
挙
動
等
(

m

)

か
ら
推
論
す
る
の
で
あ
る
。

叉
、
或
一
人
と
の
姦
通
の
事
実
を
、
他
の
者
と
の
姦
通
の
証
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
(
時
〉
。

こ
の
場

被
告
達
が
同
室
に
て
一
夜
を
過
し
た
と
い
う
事
実
は
姦
通
の
証
拠
と
な
る
が
(
色
、

判
所
が
こ
れ
を
受
容
れ
た
場
合
に
覆
さ
れ
う
る
(
路
)
。
又
、
裁
判
所
は
、

明
さ
れ
れ
ば
、
姦
通
あ
り
と
す
る

(50

こ
の
推
定
は
、
被
告
の
否
定
に
基
ず
き
、

妻
が
子
を
生
み
、
そ
れ
が
夫
の
子
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
が
証 裁

被
告
に
よ
る
自
白
は
そ
の
証
拠
と
な
る
。
し
か
し
、
特
に
そ
の
者
が
離
婚
を
望
ん
で
い
る
場
合
に
疑
わ
し
い
の
で
(
立
、

強
証
拠
を
求
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
要
件
で
は
な
い
お
)
。

更
に
補

叉

自
白
は
そ
の
な
し
た
る
本
人
に
の
み
証
拠
た
る
べ
き
も
の
で

あ
る
か
ら
、
相
手
方
が
否
定
を
す
れ
ば
、
そ
の
者
に
つ
い
て
の
証
拠
と
は
な
ら
な
い

8
1

2 

-A『
a
a
3・
。
同
y
n席
、
州
民
同

v
p
N
G
t吋

富
民
同
町
田

g
E
P
5
2
〉
わ
件
、
呂
町
♂

ω
-
H
・
(

ω

)
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18 17 16 

何
回

amE白
色
〈
]
忌
日
N
)

匂・

Ha

剛
M
H
・2
Zロ
a
M
8
2
4・
3
・

2
件。ロ，

M
8
2
(
H
S
N〉
h
f
n・
ω出
・
例
え
ば
裁
判
別
居
の
場
合
〈
回
g
gロ
タ
回
。
件
。
ロ
(
巴

N∞)ロ∞

F
吋・〉

n
aロロ
ω
4・
n。ロ山口
ω
(巴
]5)ωω
吋
-
F・悶・

HNω

問。
z
s
gロ
4・
問
。
z
s
m
g
D虫
色
同

m・
hr
吋・

a
p
S
ω
U
F
O
冨
R
n
v
g仲

4・
円
。
冨
R
n
E丘
公
句
。
)
仏
印
刷
十
回
・
司
・
む

そ
の
他
の
場
合
と
し
て
、
被
告
が
性
病
に
か
か
っ
た
場
合
、
妻
が
紅
燈
区
域
に
行
っ
た
場
合
、
ハ
当
山
口
紅
白

ω
戸
当
富
山
知
自

ω
合
S
S
H

E
m
-
n
g・
8
r
F
m
:・
回

2
S
N
ω
〉

H
E
P
B
u
h
g可
3
4・
E

S
丈
H∞N
S
H
出
荷
・
同

R
・

E
・
な
お
、
こ
の
場

合
は
終
局
的
な
証
拠
と
な
る
が
、
失
の
場
合
は
、
終
局
的
な
も
の
で
は
な
い
1
1〉
ω可
3
4・
〉
E
g
w
(
同∞
N∞)ω
ロ
官

ω)重
婚
の
場
合
等
が

そ
の
証
拠
と
さ
れ
て
い
る
〈
吋
旦
位
。
ヲ
。
匂

-nx・
巳
匂
M
M

・2
t
m

そ
こ
で
次
の
如
き
場
合
が
起
り
う
る
。
す
な
わ
ち
「
央
A
が
妻

B
に
対
し
、

C
と
の
姦
通
を
理
由
と
し
て
離
婚
判
決
を
求
め
た
。

B
は
そ
の
事

実
を
完
全
に
認
め
た
に
か
か
わ
ら
ず
C
が
こ
れ
を
否
定
し
た
場
合
、

B
の
自
白
は

C
に
対
す
る
充
分
な
証
拠
と
な
る
〈
問
丘
町

2
宮
邑
4
・

岡山

nFRamoロ
〈

5Nω
〉
〉
・
。
・

r
p
v。
反
対
に

C
が
そ
の
事
実
を
認
め
、

B
が
否
定
し
た
場
合
は
判
決
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
原
告

の
た
め
に
証
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、

B
の
行
為
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
(
宮
阜
江
田
。

E
m
L
n
2
5
8
〉♀匂

5
8・
p
r
(同))。

19 

a 

遺

棄
意
義
。
離
婚
原
因
と
し
て
の
遺
棄
は
、

「
理
由
な
く
、
離
婚
訴
訟
提
起
直
前
の
、
少
く
と
も
三
年
間
相
手
方
を
放
棄
す
る
こ
と
」

H
ゆ
問
。
、

ω・
7

2

r

(
ぴ
)
。

品。ωゆ同件目。ロ

で
あ
る
(
冨
忠
岡
山

g
o
E巴
nmwcωgkpa噂

こ
れ
に
は
三
つ
の
主
要
素
を
含
む
。
す
な
わ
ち
、

ω
婚
姻
の

相
手
方
を
放
棄
す
る
、

ω
離
婚
訴
訟
提
起
直
前
、
少
く
と
も
三
年
間
継
続
し
て
い
る
こ
と
、
で

ω
正
当
な
理
由
の
な
い
こ
と
、

あ
る
。要件

。

ω同
居
の
中
止
。
遺
棄
は
、
同
居
関
係
を
中
止
す
る
こ
と
を
要
す
る
?
)
。

偶
者
の
一
方
が
、
そ
の
婚
姻
継
続
中
の
家
庭
(

2

)

を
去
っ
て
戻
ら
ぬ
と
い
う
形
式
で
あ
る
。

最
も
簡
単
な
遺
棄
の
例
は
、
配

し
か
し
、
現
実
に
家
を
去
っ
て
ゆ
く
者

す
な
わ
ち
、

イ

ギ

F

ス

離

婚

法

一一oa



東

洋

法

ρ-'4 
ザ・

一一O
二

が
遺
棄
者
ハ
a
o
R
1
2
)
で
あ
る
と
は
限
ら
ぬ
。

棲
を
不
可
能
な
ら
し
め
た
者
に
遺
棄
の
責
任
が
あ
る
の
で
あ
る
(
三
。

ω
放
棄
の
意
思
。
同
居
の
中
止
と
共
に
、
遺
棄
者
側
の
放
棄
の
意
思
を
要
件
と
す
る
(

4

)

。

放
棄
の
意
思
も
、
周
囲
の
諸
事
情
か
ら
推
論
さ
れ
る
。
実
際
に
家
を
去
っ
た
者
は
、
反
証
な
き
限
り
、
放
棄
の
意
思
を
も
っ
て
な

し
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
所
が
、
そ
の
者
が
精
神
異
常
者
で
あ
る
と
か
(

5

)

、
正
当
な
る
理
由
を
証
明
す
る
と
か
(
6
)

、

要
す
る
に
、

い
ず
れ
が
先
に
家
庭
を
去
っ
た
か
が
決
定
的
な
要
素
で
は
な
く
、
同

叉
は

全
然
放
棄
の
意
思
の
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
う
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
?
)
。

ハロ

g
・8
ロ
g
g
g
H注
目
。
巴
。
こ
の
関
係
が
あ
れ
ば
遺
棄
を
成
立
せ
し
め
な
い
(

8

)

。

理
由
の
程
在
。
理
由
の
春
在
は
、
原
告
の
行
為
に
由
る
も
の
た
る
と
、
被
告
に
関
係
す
る
も
の
た
る
と
を
問
わ
ぬ
。

原
告
側
に
あ
る
場
合
。
例
え
ば
、
原
告
配
偶
者
が
妊
娠
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
又
は
性
交
に
関
す
る
嫌
悪
か
ら
こ
れ
を
拒
絶
し
た
場

合
は
遺
棄
と
は
な
ら
な
い
(
♂
。
叉
、
原
告
が
妻
の
場
合
、
子
供
に
対
し
て
虐
待
を
な
し
た
場
合
(
U
)

、
夫
に
舵
娠
し
た
と
偽
っ
て
結

婚
を
な
さ
し
め
た
場
合
(
芝
、
婚
姻
前
に
他
の
男
に
よ
っ
て
姫
娠
し
て
い
た
場
合
等
で
あ
る
。

被
告
側
に
理
由
の
帯
す
る
場
合
。
例
え
ば
商
用
で
長
く
不
在
の
と
き

av
職
を
求
め
て
出
た
場
合
(
担
、
健
康
上
の
問
題
2
1

監
禁
(
日
)
、
又
は
監
禁
を
避
け
る
た
め
の
場
合
自
)
等
は
充
分
理
由
あ
る
も
の
と
い
え
る
の
で
、
遺
棄
を
成
立
せ
。
し
め
な
い
。

然
る
に
、
理
由
あ
る
も
の
と
は
い
え
、
例
え
ば
、
夫
が
逮
捕
を
免
れ
る
た
め
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
の
が
れ
る
と
い
い
、
実
は
オ
!

ス
ト
一
フ
リ
ヤ
に
他
の
女
と
行
っ
た
場
合
、
判
例
は
遺
棄
と
し
て
い
る
(
ぎ
。
同
様
に
被
告
が
原
告
を
去
っ
て
か
ら
監
禁
せ
ら
れ
、
出

獄
後
も
家
に
戻
ら
な
か
っ
た
場
合
に
遺
棄
を
認
め
て
い
る
お
)
。

被
告
が
訴
訟
提
起
の
直
前
三
年
間
(
却
〕
、
継
続
的
に
遺
棄
せ
る
事
を
証
明
せ
ね
ば
な
ら

夫
婦
関
係
の
な
い
こ
と

三
年
間
の
遺
棄
の
期
間
。

原
告
は
、



ぬ
次
に
遺
棄
を
成
立
せ
し
め
な
い
事
由
と
し
て
は
、

イ

原
告
の
同
意
或
は
両
者
の
合
意
あ
る
と
き
(
む
。

ロ

別
居
命
命
あ
る
と
き
(
富
民
江
田

g
E
n
m
w
g
g
h
p
F
5
8・
m-F{凶)〉。

原
告
に
姦
通
等
の
事
由
あ
る
と
き
。

2、、ーー

精
神
異
常
の
場
合
。

ホ

家
に
戻
る
意
思
表
示
の
あ
っ
た
場
合
。
放
棄
の
意
思
が
遺
棄
の
要
素
で
あ
る
以
上
、
若
し
そ
の
変
更
が
他
の
当
事
者
に
告
知
さ
れ

J、、

た
場
合
は
遺
棄
は
中
止
す
る
(
診
。

同
居
の
回
復
〈
和
解
〉
あ
る
場
合
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
で
あ
る
。

明

H
O
d
a
4・司一円。
d
a
(
5
0
6
匂
・
回
目
、
口
。
・

2

富
民
江
目
。
忠
弘
一
回
。
5
0
こ
れ
は
、
一
応
夫
の
居
住
す
る
家
を
意
味
す
る
(
富
山
口
mω
ロ
タ
窓
口
同
窓
口
公
定
同
)
匂
・
話
〉
吋
色
ω
ぎ
で
。
MM
・

。
凶
作

'
M
W
件。・
A
H

S
M
H
Hの】

a。ロ
4・一『削
wnrω
。ロハ一SM島一)ヲ一戸句、
N
ω
h
M
M
M
W叫伸一

OH・
4・
n
M
百
円
件
。
円
(
同
匂
〔
)
一
一
〉
。
印
同
・
同
Y
N
A
H
A
w
-
「。口。
ω
4・旬。ロ
o
a
(
H山町m
N
)
N
J
円・円・

戸
N
N
問、内
U

・
〉
・
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
円
。
同
国
丘
2
2日4
0
U
2
0耳
目
。
ロ
(
解
釈
的
遺
棄
〉
と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
被
告
は
そ
の
原
因
を
提
示

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
(
回
目
E
2
4・
P
R
E
R
Q
E吋
)
匂
-
N
印刷
V
2
の吋
2
ロ
σ
宮
・
同
-
M
W
沖凶句、
ω。・)

4

4

匂回目

2
2
5
4・当日】】
U
B
ω
0
8ゆ〉匂・

ωG問、
ω
g
u
g
E司
4・
3
E匂
(HS巴
匂
-
M
∞∞‘

gNU
印刷
V
8
8
4・
∞
勺
8
8
(
H
S
U
)
目
注
目

同
・
問
-
m
N

S

後
述
二

O
六
頁
参
照

。
例
え
ば
衰
の
不
品
行
を
発
見
し
た
央
が
出
て
行
っ
た
場
合
。
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E呈

待

。吋口。=一司

a 

意
義
。
離
婚
原
因
た
る
虐
待
と
は
、
故
意
旦
正
当
化
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
行
為
で
、
生
命
、
肢
体
、
健
康
に
対
す
る
肉
体
的
或

は
精
神
的
な
危
険
、
或
は
危
険
発
生
の
危
倶
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
(

1

)

。

要
件
。

ω
故
意
の
行
為
た
る
こ
と
。
虐
待
は
故
意
的
に
原
告
に
む
か
つ
て
な
さ
れ
た
ハ
色
白
色
民
〉
こ
と
を
要
す
る
。

こ
れ
は
現
実
的
な
原
告
に
対
し
て
の
言
語
或
は
行
動
で
あ
っ
て
、

す
な
わ

b 
ち、

そ
の
結
果
に
対
し
て
の
意
欲
は
問
う
と
こ
ろ
で
な
い
(
宮
)
。

正
当
化
し
え
ぬ
行
為
た
る
こ
と

ハM
M
m
M

ロ
ω仲即
時
印
刷

W
V】

o

n。白血ロの伸一)。

ど
の
程
度
の
行
為
が
虐
待
た
る
か
は
事
実
問
題
で
あ
る
が
、

相
当
に
重
大
な
る
こ
と
を
要
す
る
。
又
、
虐
待
行
為
は
原
告
の
意
思
に
反
す
る
の
で
、
原
告
の
同
意
が
あ
れ
ば
虐
待
は
成
立
し
な

肉
体
的
条
件
も
、

い
(
8
〉
。
当
事
者
の
社
会
的
地
位
及
び
精
神
的
、

或
る
場
合
に
は
虐
待
な
る
や
否
や
を
決
定
す
る
の
に
、
考
慮

さ
る
べ
き
で
あ
る
(
と
。

証
拠
。
裁
判
所
は
、
原
告
の
主
張
の
み
を
証
拠
と
し
て
虐
待
あ
り
と
な
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
主
張
に
対
す
る
強
い
証
拠
を
必
要

と
す
る
が
、
こ
れ
は
本
質
的
な
要
件
で
は
な
い
(
5
1

男
色
そ
の
他
、
性
的
な
不
行
跡
は
虐
待
と
な
る
。
但
し
こ
れ
も
健
康
に
対
す
る
害
或
は
そ
の
危
倶
を
伴
な
う
場
合
で
あ
る
。

判
例
は
、
性
病
を
感
染
せ
し
め
る
こ
と
を
も
虐
待
と
し
て
い
る
(

6

)

。
す
な
わ
ち
、
性
病
の
夫
が
、
両
者
そ
の
事
実
を
知
り
な
が
ら
、

妻
の
意
思
に
反
し
て
関
係
を
な
し
た
場
合
、
感
染
の
結
果
は
生
じ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
自
体
虐
待
を
構
成
す
る
ハ
7
)
。

C 

1

4
。
-ω
件。
ur
。
u
-
n
F
巳
匂
・
印
。
・
河
口
ωmoロ
ヲ
河
口
mωσ
ロ
ハ
H∞川町日)匂・
ωHFωNNU
企
∞
ミ
〉
〉
・
。
・

ω。
日
出
0
1。ロ
4
・
出
。
同
件
。
ロ
(
巴
品
。
〉

匂
-
H
∞斗・

2

4
匂

2
2ロ
4
・
4
『

g
gロ
〈
同
室
。
〉

g
寸
・
円
・
悶
・

ωω
吋の・

h
p
山
間
包
ω
室
長
W

4
・
問
mw】

ω
互
m
w
w
(
H
S
H
)

匂・
ω∞
-
n
-
r
ω
o
o
m
z。

自
B
M話
。
ロ
ヲ
盟
自
制
》
ω
0
2
0
8
H
)
匂

-s。
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〉

H
n
r
g
z
d
n江
田
官
邸

-
g
g
aロ
尚
一
同
己
向
日

g
s
s
a
p
-
E
H
Z
n
o
ω
N白
血

o
p
e
E
Y
H
0
2
5∞N・
参
照
。

-'圃，、

死
亡
の
推
定

同
》

R
2
5
1目。ロ。山内凶
gS(1)

被
告
が
死
亡
し
た
と
い
う
合
理
的
な
理
由
が
春
在
す
る
場
合
に
は
、
原
告
は
婚
姻
を
解
消
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
に
対
し
て
、
被
告
は

死
亡
し
た
と
の
推
定
の
判
決
を
求
め
う
る
(

2

)

。

か
か
る
手
続
が
な
さ
れ
う
る
た
め
に
は
、
被
告
は
原
告
の
も
と
か
ら
七
年
以
上
不
在
で
、
且
生
死
不
明
の
場
合
に
は
、
そ
の
事
実
が
、

反
証
な
き
限
り
被
告
の
死
亡
の
証
拠
と
な
る
の
で
あ
る
(
8
)
O

こ
れ
は
離
婚
と
は
異
な
る
が
、
こ
の
死
亡
推
定
の
判
決
あ
る
と
き
は
、
死
亡
に
よ
っ
て
婚
姻
が
解
消
し
た
と
同
様
に
、
再
婚
す
る
こ
と
が
で
き

る。冨忠
岡
山
田

g
E
n
g
m
g
k
p♀・
5
8・
ω・

5(同)
・

宮
忠
岡
山
自
。
旦
包
め
ω
5
2
h
F
2・
5
8‘
ω・(凶)・

2 

第
三
章

離

婚

訴

訟

離
婚
訴
訟
は
、
他
の
民
事
訴
訟
と
異
な
り
、
離
婚
制
度
と
い
う
公
益
に
も
関
係
あ
る
事
項
に
関
す
る
訴
訟
で
あ
る
か
ら
、
離
婚
訴
訟
に

於
て
は
、
裁
判
所
は
特
殊
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
一
九
五

O
年
婚
姻
事
件
法
第
四
条
一
項
は
、
「
離
婚
訴
訟
に
お
い

て
は
、
裁
判
所
は
、
出
来
る
限
り
主
張
さ
れ
た
事
実
及
び
原
告
側
に
承
認

(
8
5
2
8
8
)
叉
は
宥
恕

(
8足。
g
z
g〉
が
な
か
っ
た
か

当
事
者
聞
に
馴
合
八

8
ロロ巴

8
〉
が
な
か
っ
た
か
を
調
査
し
、
旦
原
告
に
対
し
て
な
さ
れ
た
反
証
非
難

(
g
S
E
R
g
a巴
を
調
査
す
る

こ
と
を
要
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

イ

ギ

P

ス

離

婚

法

ご

O
七



東

法

一一O
八

津

学

そ
し
て
、
離
婚
原
因
と
し
て
主
張
さ
れ
た
事
実
に
つ
い
て
兎
分
な
証
拠
が
な
く
、
又
は
承
認
、
宥
恕
が
あ
り
、
若
し
く
は
馴
合
訴
訟
で

あ
る
と
の
心
証
を
得
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
訴
を
却
下
す
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
っ
て
、

と
い
い
、
原
告
に
対
す
る
反
証
非
難
に
つ
い
て
心
証
を
え
た
場
合
に
は
、

こ
れ
を
絶
対
的
却
下
原
因

F
Z
。z
z

H
V
釦
同
一
)

裁
判
所
は
裁
量
に
よ
っ
て
訴
を
却
下
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
乙
れ
を
裁
量
的
却
下
原
因

(
e
m
R
Z
Z
5
3
Z巴
と
い
う
の
で
あ
る
。

絶
対
的
却
下
原
因
(
第
四
条
二
項
(
1〉
〉

離
婚
原
因
が
証
明
さ
れ
な
い
と
き
。

裁
判
管
轄
権
の
な
い
場
合
。

a b C 

原
告
側
の
承
認
公

g
E
4
8
8
)
の
あ
っ
た
場
合
。

d 

当原
事告
者の
間宥
に恕
馴(
入門

官 g
??EF 。B
E 旦
rE. O 。ロ
ロ'-'
γl'‘ 
ぞ忌
りつ
つよ

2i語
ム全
口 u

e 次
に
、
裁
量
的
却
下
原
因
は
、

訴
訟
の
提
起
叉
は
続
行
の
不
当
な
遅
延
。

原
告
の
姦
通
等
の
事
実
。

配
偶
者
の
他
方
に
対
す
る
虐
待
又
は
遺
棄
。

離
婚
原
因
が
姦
通
、
精
神
病
又
は
遺
棄
で
あ
る
場
合
に
、
原
告
の
故
意
の
僻
怠
も
し
く
は
不
行
跡
が
、
そ
の
姦
通
叉
は
遺
棄
を
誘

起
し
た
場
合
等
で
あ
る
。

a b C d 

冨
州
民
江
告
。
回
目
印

-MnmHF一ωωω

〉

2
・
呂
町
。
・
ω
・

品

{

凶

)



第
四
章

裁

歩q

~U 

居

同
信
品
目
。
同
M
W
同

ω
O
M
M
M
H
M守
M
W
片
山
。
ロ

別
居
制
度
は
既
に
沿
革
に
お
い
て
ふ
れ
た
が
、
わ
が
国
に
は
み
ら
れ
な
い
特
殊
の
制
度
で
あ
る
。

1

沿
革
。
婚
姻
解
消
の
制
度
は
、
先
ず
は
じ
め
に
、
一
八
五
七
年
の
婚
姻
事
件
法
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
宗
教

裁
判
所
に
お
い
て
は
、
婚
姻
無
効
の
宣
言
、
す
な
わ
ち
、
婚
姻
が
は
じ
め
か
ら
成
立
し
な
か
っ
た
と
宣
言
す
る
か
、
又
は
裁
判
別
居
の
判

決
を
言
渡
す
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
裁
判
別
居
の
場
合
、
当
事
者
は
同
居
の
義
務
を
免
れ
る
の
み
で
、
婚
姻
関
係
は
依
然

継
続
し
て
い
る
た
め
、
婚
姻
を
完
全
に
解
消
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
別
居
は
、
卓
床
離
婚

(
E
4
2
8

ω
g
g
g
a
s
。g)
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
婚
姻
の
完
全
な
解
消
で
あ
る
完
全
離
婚

(
a
g
R
O
ω
a
m
g
z
自
民
江
田

8
巴

に

対
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
八
五
七
年
か
ら
一
九
三
八
年
ま
で
は
、
夫
婦
の
一
方
は
、
離
婚
又
は
裁
判
別
居
の
ど
ち
ら
か
を
求
む
る
選
択
権
を
も
っ
て
い
た
。
他

方
、
裁
判
別
居
の
原
因
は
、
離
婚
原
因
よ
り
も
広
汎
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
、
一
九
二
五
年
の
裁
判
所
法
で
は
、
妻
は
夫
の
姦
通

の
理
由
で
、
裁
判
別
居
を
求
む
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
離
婚
の
場
合
に
は
、
姦
通
に
加
え
て
重
婚
、
虐
待
、
或
は
遺
棄
の
事
実
を
証
明
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
夫
婦
は
双
方
共
に
、
二
年
間
の
遺
棄
、
虐
待
に
基
，
す
い
て
裁
判
別
居
を
求
む
る
こ
と
が
で
ま
た
が
、
こ

一
九
三
七
年
の
婚
姻
事
件
法
ま
で
は
、
離
婚
原
因
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

れ
ら
の
原
因
は
、

2 

別
居
原
因
(
一
九
五
O
年
婚
姻
事
件
法
第
十
四
条
)

b 

夫
婦
同
居
判
決
(
と
が
な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
五

O
年
婚
姻
事
件
法
に
規
定
す
る
離
婚
原
因
の
存
在
す
る
場
合
。

こ
れ
に
服
従
し
な
い
場
合
。

a 

イ

ギ

D

ス

離

婚

法

二
O
九



東

梓

法

学

一二
O

C 

一
八
五
七
年
の
婚
姻
事
件
法
直
前
に
お
い
て
、
卓
床
離
婚
が
許
さ
れ
た
原
因
あ
る
と
き
。

別
居
手
続
。
裁
判
別
居
の
訴
訟
却
下
原
因
等
は
、
離
婚
の
場
合
と
全
く
同
様
で
あ
る
ハ
2
)
。

裁
判
別
居
判
決
の
効
果
。
こ
の
判
決
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
同
居
の
義
務
が
な
く
な
る
と
同
時
に
、
遺
棄
も
成
立
し
な
い
こ
と
に

3 4 
な
る
〈
8
)
。

5 

別
居
判
決
の
破
棄
。
裁
判
所
は
判
決
後
、
そ
の
判
決
を
な
し
た
夫
又
は
妻
の
申
立
て
に
よ
り
、
次
の
原
因
が
存
在
す
る
と
き
は
、

何
時
に
で
も
そ
の
判
決
を
破
棄
し
う
る
。

そ
の
判
決
が
、
夫
又
は
妻
の
不
在
の
と
き
に
な
さ
れ
た
場
合
。
叉
は
、

a 

そ
の
判
決
が
遺
棄
に
基
申
す
い
て
な
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
遺
棄
に
合
理
的
な
理
由
が
あ
っ
た
と
き
(

4

)

。

同
居
の
回
復
に
よ
る
別
居
判
決
の
撤
回
。
和
解
に
よ
り
、
夫
婦
が
同
居
を
回
復
し
た
場
合
に
は
、
別
居
判
決
は
終
止
し
、
両
当
事

者
の
申
立
て
に
よ
り
、
裁
判
所
は
こ
れ
を
撤
回
す
る
(

5

)

。

b 
6 

。
め
の
円
。
。
。

-
h
H
o
m
Z仲
ロ
件
目
。
ロ
。
向
。
。
ロ
』

c
m釦
】
円
目
的
何
回
仲

ω
・

2

冨
旦
Z
E
S
E
-
n
M
w
g
g
k戸
2
・巴印。・

ω・区、(】)・

hwω
・
仏
参
照
。

B

宮
州
混
乱

E
S
E
-
n
M
w
g
g
h
F
5
5
8・
m
-
E二凶)・

4

宮川
W
片
岡

M
E
s
s
-
h
U
ω
5
2
〉
丘
、
巴
問
。
-
m
-
E・
(
印
)
・
前
述
二

O
二
頁
参
照
。

5
0
2
E
4・
0
E
B
O
S
S
H
N
U
V吋

5
5
富
山
口
2
4・
富
山
回
目
白
公
認
∞
)
吋
N
m
-
H
N
O
m
u
冨
旦
5
0
4『

4・
富
民
S
0
4喝
《
巴
HN》
ω
同・

国・出・

5HtHON-



第
五
章

婚

姻

の

無

効

及

ぴ

取

消

1 

婚
姻
の
無
効

d
B
E
B
R
z
a
g
。
離
婚
、
裁
判
別
居
、
配
偶
権
の
復
活
は
、

こ
れ
に
反
し
て
無
効
の
申
立
は
、
婚
姻
が
全
然
成
立
し
な
か
っ
た
と
い
う
判
決
を
求
む
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

有
効
に
成
立
し
た
現
容
す
る
婚
姻
関
係
を
対
象
と

す
る
も
の
で
あ
る
が
、

裁
判
所
は
、
次
の
如
き
原
因
の
存
在
す
る
場
合
、
婚
姻
の
無
効
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

a 

挙
式
手
続
の
形
式
に
よ
る
場
合
(
冨

R
z
a
o
〉
♀
巴
お

g
-
P
吋
-
H
N
-
H
旬、

5
・
N
♂
N
∞・

ω

H

8

・怠(同)(凶)・
0
件

。

)

未
成
年
。
婚
姻
の
日
に
当
事
者
が
十
六
才
未
満
の
場
合
に
は
、
無
効
と
な
る
(
冨

R
z
a
o
h
p♀
、
巴
お

ω
-
M〉
(
1
〉。

b c 

血
縁
に
よ
る
場
合
。
す
な
わ
ち
、
禁
止
さ
れ
た
る
範
囲
内
の
婚
姻
は
無
効
と
な
る
〈
冨

R
z
a
o
〉
2
・
5
S
ω
・
乙
。

重
婚
の
場
合
自
己
哲

g
w

精
神
病
者
で
あ
る
場
合
吉

g
E
S

d e f 

合
意
の
欠
如
宮
会
主

8
2
8伸
一
強
迫
に
よ
る
場
合
(
2
Y

泥
酔
時
で
あ
る
場
合
(

8

)

、

相
手
に
関
し
て
錯
誤
が
あ
っ
た
場
合
〈
4
)

等
に
つ
い
て
は
、
婚
姻
を
な
す
と
い
う
意
思
の
み
な
ら
ず
、
或
特
定
の
人
と
婚
姻
を
な
す
意
思
を
必
要
と
す
る
。

こ
れ
ら
六
つ
の
原
因
は
、
適
法
な
る
婚
姻
が
成
立
す
る
た
め
の
最
も
基
本
的
な
る
要
素
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
違
反
す
る
場
合
は
、

当
初
よ
り
婚
姻
が
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る

(
S
E
与
古
志
色
。

こ
の
法
律
は
、
婚
姻
挙
行
地
の
い
ず
れ
た
る
を
問
わ
ず
、
当
事
者
の
一
方
が
イ
ギ
リ
ス
領
土
内
に
居
住
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。

可ロ
m
F
J『・司ロ
m
v
(
H
S
H
)
司
・
お
こ
れ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
挙
行
さ
れ
た
婚
姻
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
住
所
を
有
す
る
夫
と
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
に
住
所
を
有
す
る
十
六
才
に
満
た
な
い
妻
と
の
婚
姻
を
無
効
と
判
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

イ

ギ

n
y

ス

離

婚

法



東

洋

法

学

句
。
耳
目
。
c
p
d・同
VAv-g。
E
V
公
ωN∞〉

H
E
M
w
m
・同
2
・
ωmm
・
こ
れ
は
気
の
弱
い
者
に
対
し
て
の
不
当
威
圧

2
ロ色ロ
o
E
2・
5
m
g〉
の

場
合
で
あ
る
。

回
目
白

$
0
2
4
・
岡
山
。
。
〈
同
∞
旨
)
吋
N
F・吋・

HNN
こ
れ
は
、
強
迫
の
あ
っ
た
場
合
で
あ
る
。
婚
姻
を
無
効
に
す
る
が
如
き
強
迫
の
程
度
に
つ
い

て
は
、
門
。
。
M
V
2
4
・
n
gロO
〈H
∞
巴
〉
司
・

ω
忠
及
び
、
出
口
ωω
巳
ロ
ヲ
出
口
ωω
巴
ロ
(
巴
ω∞
)
句
・
目
。
・

s

m己
回

目

2
5
4
・
m
g同日
目

4
R
M
(
一戸∞一
E
U
N
国側凶
m
-
n

。PN
ω
∞-M
A
P
A
W
-

同・
4
・
富
山
口
Z
O
E
C
S
C
-
h
w
E
p
m
u
p
吋∞印・認め・

2 4 

2 

婚
姻
の
取
消

g
E与】
o
g
M
H
耳
目
ω
m
g

取
消
う
べ
き
婚
姻
は
、
当
事
者
の
一
方
の
申
立
に
よ
り
、

無
効
の
判
決
が
あ
る
ま
で
適

法
に
在
在
す
る
が
、

一
旦
無
効
と
宣
言
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
当
初
よ
り
無
効

ハ
g町
内
凶
釦
守
山
田
町
仲
間
。
〉
す
な
わ
ち
全
然
婚
姻
が
存
在
し
な
か

裁
判
所
は
こ
れ

っ
た
と
同
様
に
な
る
(
1
)
O

又
、
こ
れ
は
無
効
の
場
合
と
異
な
り
、
両
当
事
者
の
生
在
中
は
す
)
一
方
の
申
立
あ
る
ま
で
、

に
干
与
し
な
い
(

8

)

。

取
消
う
べ
き
婚
姻
は
、
次
の
四
つ
の
原
因
に
基
ず
く
場
合
で
あ
る
。

a

夫
婦
関
係
の
不
能
及
び
故
意
の
拒
絶
。
こ
の
原
因
は
婚
姻
当
時
春
在
し
、

意
の
拒
絶
の
場
合
は
、
婚
姻
事
件
法
第
八
条
に
規
定
し
て
い
る
(
5
Z

b

精
神
病
そ
の
他
の
精
神
欠
陥
。

当
事
者
の
一
方
が
婚
姻
当
時
、

精
神
病
、
或
は
反
復
的
な
精
神
異
常
の
状
態
に
あ
っ
た
場
合
。

精
神
欠
陥
者
法
ハ
冨

g
z
-
ロ丘町

a
g♀

kpa-
巴
ロ

tω
∞
)
の
適
用
を
受
け
る
精
神
欠
陥
者
、
精
神
病
者
の
場
合
。

旦
訴
訟
時
に
も
春
在
す
る
こ
と
を
要
す
る
(
4
J

。
故

イロ1、、

反
復
的
な
て
ん
か
ん
の
発
作
状
態
に
あ
る
場
合
ヘ
6
〉。



C 

性
病
者
。
婚
姻
当
時
被
告
が
、
伝
染
可
能
の
状
態
に
あ
る
性
病
者
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
婚
姻
は
取
消
う
る
(
?
)
。

被
告
が
、
婚
姻
当
時
原
告
以
外
の
男
に
よ
っ
て
姫
娠
し
て
い
た
と
き
は
、
取
消
の
判
決
を
求
め
う
る

8

0

1

子
供
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
富
民
江
田
。
巴
己

n
g
m
g
〉♀・

5
8・
ω・
。
参
照
。

2
h
p・
4
・回

-
c
g
g
胃・

h
w
U・
目
。
u

問
。
当
。
自

σ
4
5
=
Q
S
N〉
Nnv・
包
∞
・

S
F
h
w
a
喝

Z
4・出向岡山、当
ω
ロ凶
(

H

∞
宗
)ω
印
円
・
一
戸
可
・
呂
町
U

問
。
同
州
wd『

om(巴九日{)〉わ何回・

8
山田・口。・

4

回
8
項
目

4
・回

8
4
S
(阿
倍
∞
)
回
一
出
向
指
・
同

2
・
mNω
・
被
告
が
婚
姻
後
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
無
効
原
因
で
は
な
い
。

5

冨

ω丹
江
田

g
u
-
n
m
g
o
m
〉
の
デ
呂
町
。

ω・
∞
(
同
)
(
釦
)
・
こ
れ
は
、
一
九
三
七
年
の
婚
姻
事
件
法
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
何
を
故
意
の
拒
絶

と
す
る
か
は
、
個
々
の
場
合
に
つ
い
て
判
断
さ
る
べ
き
事
実
問
題
で
あ
る
。

6

冨
巳
同
町
田

g
z
-
n
m
c
m
o
ω
h
p立、

5
8・
ω・
∞
(
同
)
〈
ザ
)
・
な
お
、
こ
の
法
律
は
、
精
神
病
者
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
古

ω
S
R
1
。
山
口
ロ

ω
0
5仏

自宮内同
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の
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な
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た
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い
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い
る
が
、
こ
れ
ら
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吋
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こ
れ
に
対
す
る
訴
訟
手
続
は
、
婚
姻
後
一
ヶ
年
の
う
ち
に
開
始
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
三
七
年
以
前
は
、
た
と
え
婁
が
こ
の
事
実
を
黙
秘
し
て
婚
姻
に
対
す
る
夫
の
同
意
を
え
た
場
合
で
も
、
無
効
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
(
富
。

g
ヲ
言
。

g
《

H
S
S
P
N
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)
が
、
現
行
法
は
こ
れ
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認
め
て
い
る
(
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忠
岡
山
自
。
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乱
打
さ

ω
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k
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巴
問
。
、

ω・
∞
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